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産業建設常任委員会委員長報告 
（平成３１年３月２５日） 

 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、 

審査の経過概要とその結果を報告します。 

 

まず、第５３号議案、都市計画法に基づく開発許可等の 

基準に関する条例の一部改正については、 

既存集落まちづくり区域指定制度において、 

指定区域ごとに許容する開発行為等を定めるための 

規定整備等を図るものであり、別段異論なく、採決の結果は、

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第５４号議案、都市公園条例の一部改正については、 

公の施設でのヘイトスピーチを防止するため、 

使用制限に関し必要な事項を定めるものであり、 

別段異論なく、採決の結果は、 

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 
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次に、第５５号議案、水道事業 給水条例等の 

一部改正については、水道技術管理者等の資格として、 

専門職大学の前期課程を修了した者を加えるとともに、 

水道料金、加入金、飲料水供給施設料金  

及び 下水道使用料について、 

消費税等の税率が引き上げられることに伴い 

必要な事項を規定するため制定するものであり、 

採決の結果は、多数をもって原案可決すべきものと 

決定しました。 

 

次に、第５７号議案、土地改良事業（災害復旧事業）の 

施行については、昨年の平成３０年７月豪雨をはじめ、 

その後の台風等により被害を受けた農地 及び 

農業用施設の災害復旧事業を実施するものであり、 

別段異論なく、採決の結果は、 

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 
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次に、第５９号議案、市道路線の認定、廃止 及び 

変更については、開発に伴うものなど、７路線を認定し、 

１路線を廃止、１路線を変更しようとするものであり、 

別段異論なく、採決の結果は、 

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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